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オリジナルテンポ（日本  ）×ベトンタンツ（スロベニア  ） 
国際共同製作「オーディション・フォー・ライフ」ショーイング開催

このページの情報は、終了した事業に関するものです。

日本とスロベニア両国間の俳優、音楽家、映像作家、演出家がそれぞれの国に滞在し、交流し、クリエイトする。 

4月は江之子島文化芸術創造センターにてそのリハーサルを行っています。 

その後スロベニアで1ヶ月、2012年6月にマリボル（スロベニア）にて初演、その後各国をツアーする予定。 

そして、どこよりも早くその作品の断片（ワークインプログレス）を公開します！

日時 4月25日（水）　19:30開演（上演時間は30分予定） 

※アフタートーク20:00～20:45（終了予定） 

（受付開始時間19:00～）

会場 江之子島文化芸術創造センター ルーム1（４F）

料金 2000円

定員 40名（事前申込制、先着順締切）

申込方法 住所・氏名・電話番号、参加希望人数（3名まで）を明記の上、メールまたはFAXでお申し込みください。 

 

メールアドレス：art@enokojima‒art.jp 

FAX番号：06‒6441‒8151

★アフタートーク開催！！ 

出演：ウォーリー木下（オリジナルテンポ演出）×Matjaz Pagrajc（ベトンタンツ演出家） 

「スロベニアのこと、そしてこれからのパフォーミングアーツについて」ふたりの演出家が語ります。

 

オリジナルテンポのワークショップ「日常の演劇」も開催

国際共同製作を行っているパフォーマンスグループ・オリジナルテンポと一緒に演劇体験をしてみませんか？ 

日常に転がってるいろいろなものを演劇や音楽にしていきます。必要なのは「遊び心」だけ。 

ぜひこの機会に一緒に遊びましょう。

日時 4月21日（土）18：00～20：00

会場 江之子島文化芸術創造センター

料金 1,000円

対象 年齢不問（ただし18歳以下は保護者の同意が必要） 

経験不問

定員 20名（事前申込制、先着順締切）

申込方法 住所・氏名・電話番号、参加希望人数（3名まで）を明記の上、メールまたはFAXでお申

し込みください。 

 

メールアドレス：art@enokojima‒art.jp 

FAX番号：06‒6441‒8151

主催：大阪府立江之子島文化芸術創造センター 

オリジナルテンポ×スロベニア　FACEBOOK
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（アーティスト・プロフィール） 

▼ オリジナルテンポ 

2002年にウォーリー木下を中心として設立し、いっさいセリフを使わないパフォーマンスグループとして活動。結成当初か

ら演劇と音楽とダンスの垣根を越えたパフォーマンスで話題となる。声、身体をはじめ、水や木、段ボール、テレビなどの間

違えた使い方は、「日常をアートに塗り替えるエンターテインメント」として注目を集めている。　海外を中心とした公演活

動で高評価を得、「日本の若者カルチャーを凝縮したような次世代の作品」として各国で反響を呼ぶ。エジンバラ演劇祭では

最高評価の五つ星を獲得。演出の木下は韓国でのレジデンス製作も行った経験を持つ。

▼ Betontanc 

演劇は、演者と観客が同時に出会い一つの空間と時間を共有することが許される最後の媒体である。また劇場は、夢のような

時間を提供し、時間を伸縮させその境界を越えること、弾丸のようにメッセージを送ることのできる、数少ない公共空間でも

ある。ベトンタンクは、そのような演劇のもつ可能性を最大限に引き出した作品を数多く提供しているフィジカル・シアター

カンパニーである。1990年に設立以降、世界各地からメンバーを集めながら、様々に活動形態を変えながら活動している。

また、他国のカンパニーとの共同制作の実績も数多い。
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